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１章：はじめに 

１－１.問題意識 

 少子高齢化による人口減少、産業の転換、そして過疎化などの社会情勢により、多くの

地方が衰退していっている。したがって、このような閉鎖的な状況を打開するために、近

年、「観光」による地域振興を成し遂げようとする地域が多い。そして現在、全国の多くの

地域が、地域主導で地域資源を効果的に活かしたものを観光資源として、観光客に提供し

ている。このような取り組みは観光まちづくりと呼ばれ、現在全国各地でブームのように

行われている。しかし、観光まちづくりはその地域の特性を活かすことが前提としてある

ため、多様な広がりを見せており、一様に把握できるものではないけれども、私はこの一

種のブームとなっている観光まちづくりの実情を知りたいと思った。そこで私は、比較的

古くから観光まちづくりが開始され、約４０年間訪れる観光客数が増え続けている福島

県・喜多方市を成功事例として、現在流行の観光まちづくりの実情を探っていきたいと考

えた。喜多方は、１９７０年代から蔵のまちとして観光客が訪れるようになり、その後ラ

ーメンのまちとしても有名となり、現在では年間１５０万人以上1の観光客が訪れる観光都

市である。 

 しかし、喜多方のことを調べ、さらに現地まで行ってみると、普通のいわゆる誰もが知

っている観光地とは違う雰囲気を感じた。ここでいう誰もが言う観光地とは、観光客向け

の観光施設が多くあり、その土地のお土産をたくさん売っているお土産物屋さんが軒を連

ねているような場所である。しかし、喜多方はそうではない。人々を引き寄せる観光資源

としての蔵も、普段は実際に店蔵や酒蔵として使用されている生活の中の蔵であり、その

ような店舗の一部にお土産を売るコーナーが設置されてはいるものの、それはお土産だけ

を売るための店舗ではない。つまり、喜多方は観光地として有名であるにもかかわらず、

観光客だけを対象とした商売だけで生活を営んでいる人は少ないのである。これは、観光

振興を行ったところで、直接的な恩恵を受ける人が少ないことを意味しているが、それな

らばなぜ喜多方の人々は観光まちづくりに積極的に取り組んでいるのだろうか。それはき

っと観光まちづくりというものが地域に及ぼす影響は、経済効果だけではないからである

と推測できる。また、目的が経済効果だけではないなら、人々をまちづくりに参加させる

動機とは一体何なのだろうかと考えた。そしてインタビュー調査をした結果、その答えと

して郷土愛というものが浮かび上がってきた。 

 

１－２.研究目的 

約４０年前までは、モータリゼーションなどの社会現象の影響で中心市街地が衰退して

いき、観光客などが来るようなまちではなかった喜多方だが、現在では年間１５０万人以

上の観光客が訪れている。何をもって観光まちづくりの成功とするかは、難しい問題では

あるが、単純に観光客数が増加してきたという点から、私は喜多方を成功事例とし、なぜ

                                                  
1 喜多方市ＨＰより 
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喜多方の観光まちづくりが成功したのかを分析したい。 

また、市民が観光まちづくりに参加する動機を明らかにするとともに、観光まちづくり

が地域社会に与える影響について考察していく。 

つまり、本論文の研究目的は以下の３点である。 

① 喜多方の観光まちづくりが成功した要因 

② 市民が観光まちづくりに参加する動機 

③ 観光まちづくりが経済効果以外に地域に与える影響 

 

１－３.研究方法 

 まず文献調査などで、喜多方のまちづくりの歴史を紹介した後、大沢健の『観光革命』2と

いう文献を参考として、①喜多方の観光まちづくりが成功した要因について考察していく。

この文献の中の考え方は２章で詳しく述べるが、大まかに述べるとニューツーリズム(新し

い観光)には、「観光―地域づくり循環」が必要であるというものである3。 

 次に、喜多方でのインタビュー調査から②喜多方の市民がまちづくりに参加する動機を

喜多方という土地柄を踏まえて明らかにしていく。 

 そして最後に、喜多方の観光まちづくりの事例から、③観光まちづくりが地域社会に与

える影響について考察する。 

 

１－４.論文構成 

 本論文は先述した①～③を研究目的とし、それぞれを明らかにし論じていく。この１章

では、本論文の目的について述べた。次の２章では、観光まちづくりが盛んになった社会

情勢と「新しい観光」について述べていく。３章では、今回の調査対象地域である福島県

喜多方市の地域概要を説明する。「新しい観光」に地域特有の観光資源があることは絶対条

件であるが、４章では、喜多方の観光資源である蔵とラーメンについて紹介する。５章で

は、参考文献をもとに、「観光―地域づくり循環」という考え方から研究目的①喜多方の観

光まちづくりが成功した要因を分析していく。６章では、ヒアリング調査をもとに、研究

目的②市民がまちづくりに参加する動機として、喜多方の郷土愛について考えたい。７章

では、喜多方のまちづくりが地域社会に与えている影響から、研究目的③地域における観

光まちづくりの意義を考察する。終章では、章全体の論文のフロー図を交えて、最後にも

う一度本論文の構成を述べ、そして本論文の意義を書いていく。 

  

                                                  
2大沢健『観光革命 体験型・まちづくり・着地型の視点』角川学芸出版、2010 年 
3 『観光革命』P73 
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２章：新しい観光と観光まちづくり 

 この章では、観光まちづくりが誕生した社会的背景を踏まえ、先行研究を用いて、新し

い観光の意味とその方法ついて論じる。 

 

２－１.新しい観光 

 主に第一次産業と第二次産業を担っていた地方経済は、産業構造の転換に伴い、次第に

疲弊していっていた。そこで、そのような地域が、地域経済を支える新たな基幹産業とし

て注目したのが、観光であった。そして、観光を地域の新たな基幹産業にすべく、地方は

企業を誘致し、その結果、企業の資金によって、地方では観光のための大規模な開発が進

められ、多くのハコモノが作られていった。特に１９８０年代後半のバブル経済期には、

政府の支援もあり、全国でリゾート開発が行われ、「リゾートブーム」という現象が起こっ

た。しかし、このリゾートブームはバブル経済崩壊とともに終焉を迎えることとなる。バ

ブル経済崩壊後、地方のリゾート開発は破綻し、すでに作られたハコモノである観光施設

の維持は、決して財政に余裕があるとは言えない地方自治体にとって、負担となっていっ

た。 

 このような外からの大規模なリゾート開発の失敗を受けて、地域資源を活用した地域主

体の「新しい観光」が着目され始めた。この「新しい観光」とは、明確な定義はないが、「『あ

りのままの地域資源』を見つめ直し、従来は観光用とは考えられなかった新しいネタを活

用して、体験型・交流型の観光を開発すること」4である。つまり、「新しい観光」では、地

域に以前からある資源を活用しているので、リゾート開発時に必要とされた多額の初期費

用を伴う施設などは必要ない。このような観光の変化は、２００６(平成１８)年に１９６

３年の観光基本法を改正して作成された「観光立国推進基本法」5からも感じ取ることがで

きる。また、このような変化の背景として、観光を仕掛ける側の変化だけではなく、観光

客のニーズの変化も大きく影響している。誰でも観光に行くことができる現代において、

今までの名所だけを巡り、大規模な土産物屋を訪れるありきたりな観光では、人々は満足

できなくなってきている。現代の観光客は、より地域らしさにこだわりをもち、地域に暮

らし、働く人々との交わりを求め、住民のみが知る地域の魅力に触れるなど、これまでの

ツアーでは体験できなかった、より深い地域を知り、体験する観光を求め始めている。つ

まり、「自分の土地にはない、いい食やいい酒、いい街並み、いい建物、いい『文化』を

味わい楽しみたい」6のである。さらに、旅行形態も、一般的にマス・ツーリズムと呼ばれ

る旅行代理店が企画する団体旅行から、個人で旅行をアレンジできる個人・グループ旅行

に変化しており、このことも「新しい観光」を促進させている一つの要因であると考えら

                                                  
4 『観光革命』、P3 
5 2007 年に施行された観光基本法を全面改正した法律。 
6 木村尚三郎「２１世紀は観光の時代」『グローバル観光戦略』(日本都市センター、2005)、

P4 
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れる。 

 

２－２.手段としての新しい観光 

 これまでの観光は、経済効果という目的から「より大量に、よりはやく、より安定的に」

効率性・収益性を最大限に考え行われてきたが、「より少数の顧客に、よりゆっくりと、特

別なものを」提供する新しい観光は、これまでの観光のように収益を得ることは難しいた

め、観光振興を行い始めた地域の中には、新しい観光に対して困惑と失望を抱きはじめる

地域も少なくない。7しかし、大澤は「新しい観光の根底にあるのは、観光の意味の変化な

のである。この新しい意味を出発点として明確に設定しておかないと、新しい観光は取組

む意義も、効果もほとんどないものになってしまう」8と言う。この大澤の言う新しい観光

の新しい意味というのは、「地域の魅力を保全・発展させるような地域づくりこそが『目的』

で、観光はそのための『手段』なのだ」9というものだ。つまり、以前は観光が『目的』で

あり、地域づくりはそのための『手段』であるという『観光のための地域づくり』と考え

られていたが、実は新しい観光の意味とは、『地域づくりのための観光』だと言うのである。

このことから、既存の考え方では、新しい観光を上手に運営することができないというこ

とが分かる。 

 

２－３.「観光―地域づくり循環」 

 しかし、新しい観光の目的は地域づくりにあると言っても、収益につながらなければ持

続可能なものになりえないと大澤は指摘する。「観光によって地域の魅力が向上し、地域の

魅力の向上が観光業の収益につながる、という双方向の循環的な関係を作り出すこと、こ

うした『観光―地域づくり循環』が『新しい Destination』のあり方であり、ニューツーリ

ズムが提起するエッセンスであると言える」10。収益のない観光では、持続可能な活動には

なりえない。だから、この双方向の循環を行うことで、地域にとっても、地域の観光にと

っても良い持続可能な『地域づくりのための観光』を行うことができるのである。 

 

 

 

 

 

 

 

                                                  
7 『観光革命』第 2章 
8 同上 P73 
9 同上 P74 
10 同上 P77 
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図１)ニューツーリズムの理念「観光―地域づくり循環」(出典：『観光革命』) 

 

 

２－４.「観光―地域づくり循環」を生み出す技術 

 さて、新しい観光の構造はわかったが、どのようにこれを行っていけばいいのだろうか。

大澤は、観光－地域づくり循環を生み出すには２つの技術が必要だと述べる。一つは、「地

域づくりの技術」であり、もう一つは「集客の技術」である。 

まず「地域づくりの技術」から見ていこう。「地域づくりの技術」とは、地域の側に立

つ『地域づくり型観光事業者』を地域に多く育成し、さらに「地域づくりのための観光」

という考えを持った事業者が地域全体の魅力が向上するように相互連携を作り出していく

ことである。つまり、積極的なアクターと、そのアクターを結びつける連携を形成する必

要があると言うことである。 

次に、「集客の技術」である。観光―地域づくり循環を生み出し、観光まちづくりに持

続性を持たせるためには、収益の存在も重要である事は先にも述べた。これまでの観光で

は、集客の方法は旅行会社が担っていたが、利益最大主義の旅行会社にとって、収益性の

低い新しい観光に対して関心が薄いということは当然であるが、実際、少数の観光客を不

定期に送客するビジネスモデルを旅行会社が持っていないという現実もある。そのため、

現地の視点で現地に合った集客方法を発信する「着地型の集客方法」が新しい観光の集客

の技術として注目されている。この着地型の集客方法としては、旅行会社と連携して行う

方法や、インターネットなどを使い現地から直接集客する方法、そして観光施設などと提

携して行うような現地同士が連携し集客する方法などがある。 

 

  

観 光 地域づくり

観光による多様なプラスの効果

魅力ある強い観光地
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３章：福島県喜多方の地域概要 

 ３章では、喜多方の資料などをもとに、この論文の事例となる福島県喜多方市の人口や

歴史などの地域特性を紹介し、最後に喜多方の観光の始まりについて触れる。 

 

３－１.地理 

喜多方市は福島県北西部、会津盆地の北部に位置し、５５４．６７Ｋ㎡の土地を有して

いる。その土地の全体の全体の６８．９％は林野であり、北は飯豊連峰、東は磐梯山に隣

接する雄国山麓があり、山に囲まれた土地である。市の中央には一級河川である田付川が

流れており、川の西側に位置する小荒井と東側の小田付が、喜多方市街地の中心である。

そして、この市街地を囲むようにして、農業地帯が周辺に広がっている。 

 

３－２.歴史 

 喜多方は田付川を挟んで、小荒井、小田付という二つの中心地区を持っているが、これ

は中世末期に芦名氏の命によって、行われた町立てを契機としている。江戸時代は会津藩

の領地であり、会津の北部に位置していたことから、北方(きたかた)と呼ばれていた。当

時、会津若松と山形県米沢を結ぶ街道が通っていたため、物資の集散地としてこの地は栄

えた。同じ会津の中でも、鶴ヶ城のある会津若松は、武士の集まる城下町であり、一方、

喜多方は農民と商人の集まる在郷町という性格を持っていた。 

 そのように、商人のまちとしての性格を持つ喜多方では、この土地で古くからの家業を

受け継いでいる旦那衆の存在が今でも大きい。ほとんどの旦那衆と呼ばれる方は、まちの

中心部に大きな蔵を持っており、また、その蔵を活用して仕事をしている人もいる。旦那

衆には、伝統産業である酒や味噌などを作る醸造業の方も多いが、商店を営んでいらっし

ゃる方も多い。古くからの家業を受け継いでいるとは述べたが、彼らが保守的な商売を行

っているというわけではない。ある旦那さんが「喜多方の商人の歴史は、日本の産業の移

り変わりと一緒だ」と言われるように、喜多方の商人は時代の変化によって、常に新たな

商売の機会を模索し、時には商売自体を変えるなど、柔軟で、なおかつ強かな商売を行っ

ている11。このように産業転換に喜多方の商人たちが対応できた理由の一つは、自然に恵ま

れている喜多方には、地域資源が豊富にあるからだ。 

 

３－３．沿革 

明治以降、この土地では、小さな集落を合わせて町や村が作られていた。 

そして、１８７５(明治８)年８月、町村合併法により、小荒井村、清次袋村、小田付村、

塚原村、稲村村の５村が合併し、喜多方町が発足した。当時の喜多方町の人口は、約４０

００人であった。 

                                                  
11 酒屋を継いだある旦那さんは、現在はコンビニエンスストアも経営している。 
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１９０４(明治３７)年、喜多方市の南部に喜多方駅が作られ、会津若松－喜多方間に鉄

道が開通。これが現在のＪＲ東日本の郡山～新津駅間を結ぶ磐越西線となっている。また、

ＳＬばんえつ物語号という蒸気機関車が、１９９９(平成１１)年から会津若松駅―新潟駅

間を週末や祝祭日などに定期運航している。 

道路網は、南北に国道１２１号線が縦断し、東西に国道４５９号線が横断している。１

９９２(平成４)年には、磐越自動車道が会津坂下ＩＣまで開通し、会津若松ＩＣが喜多方

の最寄りのＩＣとなっており、そこから車で２０分で喜多方に至る。２００１(平成１３)

年からは、東京行き直行高速バスが喜多方から運行されている。 

喜多方には直接、高速道路が通っていない。この道路網の不備が工場誘致などを難しく

しているという点もあると言う12。 

 

図５) 喜多方周辺の交通網(出典：喜多方観光協会ＨＰ) 

 

 

３－７.喜多方の中心市街地問題と蔵の保全運動と観光 

 詳しいことは４章で述べるが、喜多方の中心市街地は１９７０年代にモータリゼーショ

ンの影響を受け、近隣の大きなまちに客を取られ、衰退するのではないか、との危機を抱

いていた。そこで、１９７０年代には中心市街地の周りのいらなくなった蔵を壊し、駐車

場にしていく流れが起きていた。この状況を憂いた写真家の金田実氏が自ら蔵の写真を撮

り、その写真を集めて東京などで写真展を開いた。そして、１９７５(昭和５０)年にＮＨ

Ｋ新日本紀行で喜多方が「蔵ずまいの町」として紹介されたことで、喜多方に観光客が訪

                                                  
12 インタビュー調査より 
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れるようになる。その一方で、中心市街地では買い物客を呼び戻すために、商店街にアー

ケードが設置されるという動きもあった(このアーケードは近年、景観を良くするために撤

去された13)。しかし、その後喜多方ラーメンが、行政の宣伝の効果もあって有名になり、

喜多方には多くの観光客が訪れるようになった。このような現象を受けて、市民も自分た

ちの土地に当たり前にある蔵が貴重なものであると認識するようになり、次第に蔵の保全

活動やそれを活用した観光に積極的な姿勢を見せ始める。 

 

  

                                                  
13 2011 年に小荒井の仲町商店街のアーケードが撤去され、2012 年には同じく小荒井にある

中央通り商店街のアーケードも撤去された。現在は、電線を地中に配する計画が決定され

ている。 
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４章：喜多方の観光まちづくりの歴史 

 ４章では、喜多方市の資料を用いて、喜多方の地域資源であり、観光資源でもある蔵と

ラーメンの２点についてその歴史から詳しく紹介する。特に蔵に関しては、蔵を保存する

活動も大きく観光まちづくりに影響しているので、蔵保存のまちなみについても述べる。 

 

４－１.歴史 

 喜多方の観光の歴史は古くない。そのきっかけは、１９７０年代前半(昭和４０年代後半)

に一人の写真家が開いた写真展であった。その当時、市街地では、酒・味噌・醤油などの

醸造業で使用されていた蔵が、製法の近代化によりその役目を果たさなくなってきていた。

さらにモータリゼーションの影響から、人々の行動範囲が広がり、買い物客が近くの会津

若松などに流れてしまい、地元商店街は頭を悩ませていた。そのため、蔵を取り壊し、地

元商店街のために駐車場を設置する計画が考えはじめられていた。また農村でも、農業基

盤整備に伴う農作業の機械化の影響により、蔵の改造や取り壊しが進んでいた。このよう

に蔵が取り壊されていく中で、いち早く蔵の魅力を認識し、喜多方の文化遺産を後世に遺

そうと金田実氏は蔵の写真を撮り続けていた。そして、１９７２(昭和４７)年、喜多方市

内で自身の撮った蔵の写真を集めた写真展を開いた。それに続き、１９７３(昭和４８)年

には会津若松市で、その翌年の１９７４(昭和４９)には東京の三菱オートガーデンで写真

展を開催した。この金田実氏の写真展によって、喜多方が蔵のまちとして知られ始めるよ

うになる。 

 次の契機は、１９７５(昭和５０)年に訪れる。この年、ＮＨＫ総合テレビで「新日本紀

行・蔵ずまいの町」が放映された。この番組によって、喜多方は蔵のまちとして全国に知

られるようになり、蔵を見ることを目的とした観光客が喜多方を訪れるようになった。ち

なみに、この年の観光客入込数は約５万人である。そして、観光客が地元の人に勧められ

て昼食に食べたラーメンが口コミで広がり、有名となった。１９８２(昭和５７)年には、

ＮＨＫ東北アワー「東北のめん」で喜多方ラーメン紹介され、翌年１９８３(昭和５８)に

は、喜多方市が旅行雑誌「るるぶ」に喜多方ラーメンを載せた。その後、１９８０年代後

半(昭和６０年代)のバブル時代のグルメブームの流れに乗り、喜多方ラーメンは全国で一

躍有名になる。その結果、１９８９(平成元)年には、観光客数は５０万人を超えるように

なった。 

 このような観光客増加に伴い、駐車場不足が起こったため、１９９０(平成２)年、喜多

方市によって観光客用の駐車場が整備された。また、１９９２(平成４)年には磐越自動車

道が開通した。そして、その翌年の１９９５(平成５)年には、ついに喜多方の観光客数が

１００万人を突破した。 

図６は、ＮＨＫで「新日本紀行・蔵ずまいの町」が放映された１９７５(昭和５０)年か

ら現在までの旧喜多方市域内の観光客入込数の推移を示したものである。また、図６は合

併した２００６(平成１８)年以降の新喜多方市内全域の観光客入込数を表したものである。
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４－２.蔵のまち 

４－２－１．喜多方の蔵の歴史 

 現在、喜多方には４１００棟14余りの蔵が存在している。喜多方で蔵がいつ頃から作られ

始めたのか正確な資料はないが、江戸時代、特に文化・文政時代(１８０４年～１８３０年)

の経済力の上昇によって、普及したと考えられている。その当時は、会津藩は経済的苦境

のため、農民に「倹約の励行」強要しており、その一方で、殖産興業政策を推し進めてい

た。したがって、会津藩は建物の新改築には規制を設けており、蔵を建造するには許可が

必要だったため、農民たちが蔵を建てることは難しく、蔵を建てることができたのは、市

場開設に関わる商人や、酒・味噌・醤油などの醸造業者、漆器生産者、そして質屋などの

一部の業種の者だけであった。しかしその後、嘉永年間(１８４８～１８５４年)から安政

年間(１８５４～１８６０年)以降、農村でも地方三方を中心に蔵を建てるようになった。

このように、江戸時代末期から明治大正時代にかけて、商人や醸造業者、漆器などの加工

業者、そして一般農民によって、喜多方に蔵が建造されるようになっていった。特に、会

津藩の圧力から解放された明治時代に入ってからは、旦那衆と呼ばれる大商人たちが市街

地に豪華な蔵づくりの建物を建てていった。 

 そして１８８０(明治１３)年、蔵の実用性を住民たちが認識する事件が起きる。この年、

喜多方で大火事が起こった。その結果、この火事で１７０戸、約３００棟の家が焼失した。

しかし、そのような災害の中でも土蔵づくりの蔵は残ったのである。これにより蔵の耐火

性が実証され、蔵は喜多方で大切にされていくこととなる。 

 そして、喜多方では「４０代で蔵を建てられないのは、男の恥」と言われるまでになり、

人々は競って、豪華な蔵を建てるようになった。すなわち、喜多方の男たちにとって、蔵

を建てることは自身の誇りをかけた夢であった。 

 

４－２－２．喜多方の蔵の特徴 

 喜多方市の資料15によると、大地震や台風などの天災や太平洋戦争の戦火を免れてきた結

果、喜多方には現在でも、４１００棟余りの蔵が残っている。その喜多方の蔵の特徴の一

つは、多種多様な蔵があることである。喜多方の蔵は画一的なものではなく、粗壁、白漆

喰、黒漆喰、煉瓦造りなど多様な素材を使った蔵が多くある。例えば、煉瓦造りの蔵が作

られるようになったのは、明治２０年代後半に、喜多方に煉瓦工場ができ、大量に煉瓦が

生産され始め、洋式建築素材として考えられていた煉瓦がハイカラはものとして脚光を浴

びたからである。そして、優れた煉瓦建築技術者だけでなく、棟梁、建具、左官、塗工、

の分野に創意工夫に富んだ名工がいたことから、多様な蔵を喜多方の地に建てることがで

きた。そしてこの根底には、前述した「４０代で蔵を建てられないのは、男の恥」という

気風を基盤とし、他とは違う立派な蔵を建てようとする喜多方の男たちの蔵に対するプラ

                                                  
14 喜多方市ＨＰより 
15 喜多方市の観光客向けパンフレットより 
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イドがあった。 

しかし、喜多方の蔵が多様なのはその素材だけではない。その蔵の用途も、多様なので

ある。例えば、住居としての「座敷蔵」、市街地では店舗としての「店蔵」、貯蔵庫として

の「商品蔵」、酒、味噌、醤油などを作る「醸造蔵」、漆器職人の作業場である「漆器蔵」

があり、そして農村では農産物を保管する「穀物蔵」、農作業を行うための「作業蔵」があ

る。さらに、防火壁としての塀蔵や厠蔵(トイレ)まで存在する。この背景として、市街地

では地域の農産物を活用した醸造業や、漆器業や製絹業等が盛んであったため、生産・保

存のために蔵が必要であり、また、農村でも農業を行う際に作業蔵や農作物を保管する穀

物蔵が必要であったことが挙げられる。 

このようなことから、喜多方の蔵のもう一つの特徴が見えてくる。それは、蔵が人々の

生活に密着しているということだ。喜多方では、住居はもちろんそうであるが、人々が仕

事を営む場所も蔵であった。このように、市街地、農村の両地域で、それぞれの生活に沿

った蔵が、喜多方では共存してきたのである。そして、現在でも喜多方の蔵は、人々が生

活を営む場として使われており、人々の生活に必要不可欠なものとなっている。 

 

４－２－３．喜多方蔵のまち観光の起源 

 喜多方の観光は、「蔵のまち」としてスタートしたので、前述した４－１.歴史の部分と

重複する部分が多い。都市化に伴い、壊されていく蔵に対して危機感を抱いた金田実氏が、

写真を通して喜多方の文化遺産を遺そうと思い、１９７０年代前半(昭和４０年代後半)に

市内、会津若松、そして東京で喜多方の蔵の写真展を開催したことが始まりである。この

ことが契機となって、喜多方が「蔵のまち」として知られ始めるようになる。 

そして、１９７５(昭和５０)年、ＮＨＫ総合テレビ「新日本紀行・蔵ずまいの町」で喜

多方が「蔵のまち」として取り上げられたことにより、全国から観光客が喜多方を訪れる

ようになった。また、１９７９(昭和５４)年にも、朝日新聞の「蔵のうちとそと」16で喜多

方の蔵が紹介された。 

 

４－２－４．蔵の保全活動 

 先述したように、１９７０年代、モータリゼーションなどの影響から疲弊していく商店

街を救うために、市街地にある使用されなくなった蔵を取り壊し、駐車場にする案が検討

されていた。さらに、小荒井にある仲町商店街と中央通り商店街に至っては、商店街活性

化を目指し、アーケードを設置し、その結果、現在のふれあい通りの景観は決して良いも

のとは言えないものとなってしまった。また、農村においても、戦後の農作業の機械化・

効率化に伴い、蔵の改造や取り壊しが進んでいた。 

 しかし、時を同じくして、金田氏の写真展やＮＨＫ「新日本紀行・蔵ずまいの町」の放

映により観光客が喜多方を訪れるようになった。この観光客の訪問がきっかけとなり、生

                                                  
16 1979 年、朝日新聞第二福島版に掲載。 
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活に根付き、「蔵はあって当たり前のもの」と蔵を軽視していた喜多方の人々が、蔵はどこ

にでもあるものではなく、自分たちのまちを代表する重要なものであると再認識すること

となった。このような流れを受けて、１９８０(昭和５０)年には、喜多方市教育委員会に

よって伝統的建造物保存地区調査17が行われている。行政としても１９８０年代後半から、

蔵のまちとして町並みの景観を良くしようとする取り組みが行われ始める。１９８６(昭和

６０)年には、喜多方の蔵の町並みを守りつつ、生活環境を改善し、住みよいまちを作るた

め、「歴史的地区環境整備街路事業」の調査が開始された。この事業は、現在に至るまで継

続しており、喜多方では今現在も街路整備工事が行われている。１９８７(昭和６２)には、

地域に根差した建築づくりを奨励する「ＨＯＰＥ計画」が策定された。続いて、１９８８(昭

和６３)年からは、解体を余儀なくされた蔵や民家を一つの土地に移し、蔵づくりの文化を

後世に伝えることを目的とした「蔵移築再生事業」が始まった。この事業は、１９９１(平

成３)年度に建設省の「手づくり郷土(ふるさと)賞」を受賞し、そして、１９９３(平成５)

年、ついに「喜多方 蔵の里」としてオープンした。さらに、１９９５(平成７)年には、

この「喜多方 蔵の里」の隣に喜多方美術館が開館している。また、１９８９(平成元)年

には「喜多方市蔵保存奨励補助金交付要綱」が制定され、これにより改修をする蔵の所有

者に補助金を出すことができるようになった。しかしながら、「改修工事補助対象工事費１

千万円以内で補助率４．５％」とその額が少額であることから、１８年間で交付を受けた

件数が７１件、交付額が８４４万円となかなか活用されていないのが現状である。 

また、喜多方市は１９９５(平成７)年に、喜多方市内の蔵の全所有者に対して「蔵に対

する所有者意識調査」18を行った(回収率は７７．８％)。この中で、「蔵を保存すべきか？」

とういう問いに対して９６．５％(「積極的に保存すべき」・「できるだけ保存すべき」を含

む)の人が保存すべきだと答えており、「蔵の保存にあたっての課題は何か？」という問い

には約６０％の人が「維持費が高いこと」と答えているのも関わらず、圧倒的に蔵の保存

を支持する人が多いことがわかる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                  
17 1980 年に喜多方市教育委員会が行った調査。『伝統的建造物保存地区調査報告書』が存在

する。 
18大野友平ほか「 喜多方における地域資源を活かしたまちづくりの実践 その 1～まちづく

りの現況と課題」2004 年 Ｐ1190 より 
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図８)「蔵に対する意識調査」結果(出典：「喜多方における地域資源を活かしたまちづくり

の実践 その 1～まちづくりの現況と課題」19) 

蔵の保存についての考え方 

積極的に保

存すべき 

できるだけ

保存すべき 

保存しなくて

も良い 
その他 合計 

384 835 25 20 1264 

30.4 66.1 2 1.6 100% 

蔵の保存(保存すべき理由) 

文化遺産と

して価値が

あるため 

風土と生活

に密着した

建物である

ため 

喜多方市の

誇れるもの

の一つであ

るため 

観光資源で

あるため 
その他 合計 

579 532 217 198 34 1560

37.1 34.1 13.9 12.7 2.2 100.00%

蔵の保存方法につて(考え方) 

保存地区を

選定し重点

的に保存 

全域で蔵を

選定し保存

する 

地区や蔵の

選定をせず

に個別に保

存 

わからない その他 合計 

81 300 718 120 18 1237

6.5 24.3 58 9.7 1.5 100.00%

 

蔵の保存にあたっての今後の課題 

維持費が高

いこと 
職人の不足 

生活様式の

変化 

後継者のい

ないこと 
その他 合計 

845 298 166 80 50 1434

58.9 20.4 11.6 5.6 3.5 100.00%

 

この調査からわかることは、２０年前までは生活の中で当たり前となっていた蔵の魅力

に気付かず、蔵の取り壊しが進められていたが、観光を通じて自分たちのまちが「蔵のま

ち」として知られるようになったことで、喜多方の人々が蔵の大切さを再認識し、蔵に対

する意識が変化してきたということだ。このような変化を受けて、１９９５(平成７)年、

蔵を愛する６２名が集まり、市民の手で任意団体の「蔵の会」が設立された。この会は、

                                                  
19大野友平ほか「 喜多方における地域資源を活かしたまちづくりの実践 その 1～まちづく

りの現況と課題」2004 年 Ｐ1190 より 
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地域の歴史的風土や市民の心の象徴として培われてきた蔵への認識を深めながら、蔵に表

出させたまちづくりの思想的背景と気概を継承発展せしめることで、地域経済、社会文化

の振興に寄与することを目的としている。20 

 

図９)喜多方の蔵の保全活動年表 

１９８０(昭和５５)年 喜多方市教育委員会が伝統的建造物保存地区の調査を実施 

１９８６(昭和６１)年 喜多方市が歴史的地区環境整備を開始 

１９８７(昭和６２)年 
喜多方市が風土に根差した建築づくりを奨励するためのＨＯＰＥ計画を作

成 

１９８８(昭和６３)年 喜多方市が蔵移築再生事業を開始 

１９８９(平成元)年 喜多方市が蔵保存奨励補助金交付要綱を施行 

１９９２(平成３)年 蔵移築再生事業が建設省の「手づくり郷土(ふるさと)賞」を受賞 

１９９４(平成５)年 「喜多方 蔵の里」開館 

１９９５(平成６)年 蔵の会発足 

 

４－３.ラーメンのまち 

４－３－１．喜多方ラーメンの歴史 

喜多方市の資料21によると、喜多方ラーメンは、大正末期から昭和初期に誕生したと言わ

れている。その当時、中国から日本に渡ってきた青年であった藩欽星氏が屋台を引いて支

那そばを売り歩いていた。これが喜多方ラーメンの元祖である(ちなみに、この店は現在も

喜多方に「源来軒」という名で存在している)。そして戦後、戦前からラーメン店を営業し

ていた人に加え、中国から引き揚げてきた人たちもラーメン店を営むようになり、喜多方

でラーメン店は増加していき、現在では約１２０店舗が喜多方市内に存在する。この土地

でラーメンがこれほど栄えた背景としては、ラーメンを作るための良質な水があることと、

雪国で生きる人々にとってラーメンが貴重なタンパク源となったことが挙げられる。そし

て、今では喜多方ラーメンは、札幌ラーメン、博多ラーメンと並び、日本三大ラーメンの

一つとなっている。 

 

４－３－２．喜多方ラーメンの特徴 

 喜多方ラーメンのスープは、基本的には伝統産業である醤油を使った醤油味であるが、

店によって、味は様々であり、塩味や、醤油と塩の中間の味といったものもある。 

 そして、喜多方ラーメンの麺は、水分を多く混ぜでじっくり寝かせた太くて縮れた「平

内熟成多加水麺」である。この麺には、コシと独特の縮れがあり、麺を食べる時に、この

縮れが多量のスープを口の中に運んでくれるので、麺とスープを同時に味わうことができ

                                                  
20 蔵の会ＨＰより 
21 喜多方市観光客向けのパンフレットより 
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るのである。 

 しかし、喜多方ラーメンが美味しいワケは、喜多方の土地に答えがある。周囲の山から

流れてくる良質な水によって麺が作られ、また、その水と喜多方でできた農産物を使った

喜多方の醤油や味噌からスープが作られ、美味しい喜多方ラーメンができるのだ。 

 

４－３－３．喜多方ラーメン観光の起源 

 喜多方ラーメンが有名になったのは、喜多方が「蔵のまち」として観光客が訪れるよう

になったからである。当時、「蔵のまち」として蔵を見ることを目的として訪れた観光客

が、地元の人におすすめの昼食を聞いたところ、地元の人たちはすでに地域に根差した人

気をもっていた喜多方ラーメンを勧めた。この評判が口伝えに伝わって有名になり、１９

８２(昭和５７)年には、ＮＨＫテレビ東北アワー「東北のめん」で喜多方ラーメンが紹介

された。また、喜多方市としても、喜多方ラーメンを食べてもらうことで、蔵を目的に訪

れている観光客たちの滞在時間を延長することができると考え、ラーメンの宣伝に力を入

れることにした。１９８３(昭和５８)年、喜多方市は旅行雑誌「るるぶ」のページを買い

取り、喜多方ラーメンを紹介した。この効果は絶大で、発売後、問い合わせが殺到した。

そして、１９８５(昭和６０)年にも、ＮＨＫテレビ「おはようジャーナル''追跡ラーメン

の香りただよう蔵の町''」が全国放映されている。また、この頃(１９８０年代後半(昭和

６０年代))、世間はグルメブームに沸いていた。この影響もあり、喜多方ラーメンの人気

は一気に高まり、観光バスで喜多方ラーメンを食べるためのツアーまで誕生した。このよ

うに、最初は蔵を見ることを目的としていた観光客であったが、喜多方ラーメンの人気が

上昇するにつれて、ラーメンを目的とした観光客が増えていった。 

 

４－３－４．蔵のまち喜多方老麺会(くらのまちきたかたらーめんかい) 

 ラーメンが有名な喜多方には、「蔵のまち喜多方老麺会」という組織がある。この団体

は増加する観光客に対応するため、１９８８(昭和６３)年にラーメン店と製麺業者４６軒

が加盟する任意団体として発足した。加盟店は組織化することによって、情報の交換や保

健所の許認可手続きなどのメリットを得ており、２００５(平成７)年には、老麺会は活動

の強化を図るため、任意団体から協同組合となっている。現在、加盟店には「老麺会」と

書かれた共通ののれんがかけられており、また老麺会は、加盟店を紹介した「老麺会マッ

プ」を独自に作成し、配付している。このマップは、老麺会が喜多方観光協会とタイアッ

プしているので、加盟店のラーメン店内だけではなく、観光案内所や観光施設にも置かれ

ており、観光客にとってよく目にすることができるようになっている。その他にも２月に

行われる喜多方冬まつりのラーメンフェスタでは、老麺会は中核的存在として活躍してい

る。こうした組織の設立、そしてその活動は、以後、ラーメンなどを観光のセールスポイ

ントとしてまちおこしを図ろうとする他の地域団体の手本となっていると言われている。22 

                                                  
22 喜多方市の観光パンフレットより 
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資料１０)老麺会マップ 資料１１)共通ののれんを飾る老麺会加盟店(写真) 

 

 

４－３－５．市民の生活に根差した喜多方ラーメン 

 喜多方は、市内に約１２０店のラーメン店があり、人口比に対して「日本一ラーメン店

の多いまち」23である。この数は、ラーメンがいかに地元の人に食べられる地域に根差した

食べ物であることを示している。ラーメンがこの地に普及した背景としては、ここが山に

囲まれた雪国であることが挙げられる。海産物や肉類が手に入りにくかった時代に、ラー

メンは雪国の喜多方の人々にとって貴重なタンパク源であり、また手ごろなごちそうであ

った。喜多方の人々に好きなラーメン店を尋ねてみると、その答えは有名店一択ではなく、

それぞれの好みの自分の好きなラーメン店を教えてくれる。ラーメン店の数から考えても、

もともと１１０店舗ほどあったラーメン店も、グルメブームの時にやや増えて１３０店舗

ほどになったが、現在ではまた１２０店舗程度となっており、観光客の増加に対して急激

にラーメン店が増えているわけではない。このことからも、地元の人々に愛されるラーメ

ンでなければ、やっていけないことがよくわかる。24ラーメンが喜多方の地によく根差して

いる例として、「朝ラ―」がある。朝ラ―とは、朝からラーメン屋でラーメンを食べるこ

とであり、現在、約６店舗が朝早くから営業し(最も早い店で７時から)、人々にラーメン

を提供している。昔は、喜多方にある昭和電工や本多金属技術などの工場は三交代制であ

り、夜勤の人が多くいた。このような人たちが夜勤明けにラーメンを食べたことで、喜多

方に朝ラ―が定着したのである。そして現在では、朝早くからスポーツをする市民たちが

練習の後にラーメンを食べに来るという現象が起こっている。たしかに、ラーメンを目的

にやってくる観光客は多く、旅行雑誌やテレビなどのメディアでもよく紹介され、大いに

観光化されている喜多方ラーメンではあるが、しかしその一方で、このラーメンは喜多方

の人々にとって、重要な生活の一部という側面も持ち合わせているのである。 

                                                  
23 合併前の旧喜多方市では、約 37000 人の人口に対し、約 120 軒のラーメン屋があり、対

人口比で日本一ラーメンの多いまちであった。 
24 市役所へのインタビュー中に、市役所の方が「地元の人に好かれない店はつぶれてしま

う」と言われていた。 
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５章：喜多方のまちづくり活動 

 喜多方のまちづくり活動は２０００年代に入ってから、活発になっていった。その契機

として、東京大学都市デザイン研究室とあいづデスティネーションキャンペーン、そして

喜多方の地方元気再生事業「日本一の蔵再生によるまちおこし」の３点を説明した上で、

２章で述べた「観光―地域づくり循環」がどのように喜多方で創り出されていったのかに

ついて考察する。 

 

５－１.２０００年代の喜多方のまちづくり活動 

 ２００１年から喜多方のまちづくりに東京大学都市工学科都市デザイン研究室が参加し

た。この研究室の北沢猛教授は幼少期を喜多方で過ごしたこともあり、この土地に縁があ

ったため、アーバンデザイナーとして積極的に喜多方のまちに様々な提案を行っていった。

この東大研究室の参加によって、喜多方の人々のまちづくりへの関心は高くなり、蔵保全

のための市民団体も誕生した。そして、２０００年代中頃からは、ＪＲを中心とした「あ

いづデスティネーションキャンペーン」という観光イベントも開催され、観光による市民

の連携も強められていった。そして２００８年度、２００９年度に行われた政府から資金

援助を受けた地方の元気再生事業は、それまでの経験から住民主体の活動へとなってきて

いる。以下は、２０００年代の活動について詳しく説明したものである。 

 

５－１－１．東京大学都市デザイン研究室 

 喜多方のまちづくりに携わっている人のお話を聞くと、「喜多方のまちづくりにおいて、

東大の北沢教授の存在は大きかった」と言われる方が多い。実際に、この東京大学都市工

学科都市デザイン研究室の参加によって、それ以降の喜多方のまちづくりは、景観保全の

ための土地区画整備などのハード面、蔵保全のためのイベント開催などのソフト面、この

両面から積極的に行われていった。また、これらの影響から、喜多方の人々のまちづくり

への関心は高くなり、蔵保全のための市民団体25も誕生した。まちづくりにはよく、「よそ

者、バカ者、若者」が必要だと言われるが、喜多方にとって東大の北沢研究室とはまさに

「よそ者」であった。つまり、東大の参加によって、「外側からの視点」を取り入れたバラ

ンスの良いまちづくりが行われていったのである。 

この東大研究室の参加は、２００１(平成１３)年に遡る。この年、文化庁と(財)日本ナ

ショナルトラストから、「東北地方における都市間連携による広域観光圏整備計画調査～地

域の文化財や歴史的特性を活かした広域観光作りに関する調査～」を東京大学都市工学科

都市デザイン研究室が委託された。そして、この研究室の北沢猛教授26は、長野県生まれで

はあるが、幼少期を喜多方で過ごしており、この土地に縁があったため、この調査以来、

                                                  
25 2003 年、小田付に蔵保全を目的とした会津北方小田付郷町衆会が結成される。 
26 (1953－2009)東京大学卒業後、横浜市に入庁し、横浜みなとみらいの都市計画を担当。

その後、アーバンデザイナーとして活躍。 
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研究室には喜多方チームが設置され、喜多方と東京大学の交流が始まることとなる。２０

０１(平成１３)年の年末には、先の調査の報告会である「蔵のフォーラム」を蔵の会と共

に開催し、中心地と周辺部の交流を図るなどの「喜多方観光まちづくりの提案」を発表し

た。また、このフォーラムには、白井英男喜多方市長、喜多方市役所の職員、市内商店街

の経営者や一般の市民など２００名が来場し、「蔵を中心に、生活と観光がうまく融合した

まちづくりを行っていくことの必要性が再確認された」27。これを受けて、翌年の２００２

(平成１４)年には、喜多方の蔵を知ってもらいために、「蔵みっせ」というまちづくりイベ

ントを、蔵の会や小荒井にあるふれあい通りと連携して開いた。 

 ちょうどその頃、喜多方の東側にある小田付では徐々に高まる蔵保全の動きを受けて、

２００３(平成１５)年、主に景観保存を目的として「会津北方小田付郷町衆会」28を結成し

ていた。その翌年の２００４(平成１６)年、東京大学都市デザイン研究室喜多方チームは、

小田付郷町衆会や喜多方市役所と連携して、小田付にある酒造が所有する空き蔵を借り、

まちづくり活動の拠点となることを目的に、市会議や休憩、情報発信を行う場として「ま

ちづくり寄合所」を作った。この寄合所は、観光ボランティアによる観光案内、小田付郷

町衆会、行政、学生のミーティング、学生の活動拠点やイベント拠点、そして市民講座な

どの場として活用され、翌年にはカフェとして活用したいという借り手が見つかったので、

寄合所はさらに新たな空き蔵へと移動した。 

 ２００５(平成１７)年から、福島県喜多方建設事務所(受託研究「民間学の連携した喜多

方まちづくりの実践」)のサポートの下、「喜多方まちづくり研究会」29が運営され、官民学

が集まり、地域の現状を調査し、喜多方の将来について議論が重ねられ、「歴史・文化・自

然を活かした持続可能なまちづくり」を基本理念とし、２００６(平成１８)年に「喜多方

まちなかプラン」を策定した。このような研究活動を踏まえ、２００６(平成１８)年に、

地域の主要なまちづくり団体を集めた「喜多方蔵のまちづくり協議会」30が設立した。この

協議会は、行政として喜多方市、民間団体として、蔵の会や小田付郷町衆会などの団体、

そして学術機関として東京大学都市デザイン研究室喜多方チームなど官民学を合わせた２

５団体から成立しており、この構成団体が連携してまちづくりを行うために作られたもの

である。そして、この喜多方蔵のまち協議会はまちづくりの総合連携型マネジメント組織31

としての機能を果たすこととなり、現在も喜多方のまちづくりの中核を担う存在として活

躍している。 

 そして、２００７(平成１９)年、東京大学の都市デザイン研究室が喜多方に来てから７

年が経ち、それまでの活動の一つの集大成として「喜多方蔵のまちづくり博覧会(くらはく)」

                                                  
27 東京大学都市デザイン研究室有志「2002 年度地域づくりサポート事業実施報告者」2003

年 
28 小田付地区の蔵の町並み保全のために、2003 年に結成。 
29 図 12 参照 
30 図 14 参照 
31 野原卓「喜多方における実践都市デザイン」『季刊まちづくり 27 号』2010 年Ｐ97 
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が開かれた。「くらはく」は１０日間開催され、その中では、２００５(平成１７)年から東

京大学喜多方チームによって提案されていた、まちの中に休み処を設けるという「くらに

わ」の社会実験が実施されたり、喜多方の魅力やまちづくり活動を紹介した「まちづくり

展」が開催されたり、「蔵ｃａｆｅ」や「蔵Ｂａｒ」などの各種イベントが行われた。また、

参加者とまちづくりについて語り合う「まちづくり語り合い」も計４回開催され、それを

踏まえて、最終日前夜には「まちづくりフォーラム」が開かれ、これまでの喜多方まちづ

くりの活動の紹介や、東京大学喜多方チームの「喜多方まちづくり７つの提案」32を発表、

そしてこれからの喜多方の将来についての議論が行われた。「くらはく」の開催は、喜多方

の蔵を市民によく知ってもらい、自分たちのまちについて考えてもらったことで、住民主

体のまちづくりを促す効果があったと言えるだろう。このように、「よそ者」としての東大

チームの提案から、多くのまちづくりイベントが開催され、その結果、市民のまちづくり

に対する関心は徐々に高まっていった。 

図１２)喜多方まちづくり研究会の連携体制(出典：「民間学の連携による地方都市中心しが

ちの将来ビジョン形成に関する研究」) 

 

 

図１３)喜多方まちづくり７つの提案(参考：「喜多方における実践都市デザイン」) 

 

                                                  
32 図 13 参照 

1 もう一度蔵を使いこなす

（蔵と資源の再生活用）

2 歩いて心地よいみちにする

（快適な歩行者環境）

3 極上の会津文化を味わう

（まちなかと周辺も含めた文化連携）

4 滞在時間を倍増する

（喜多方の新しい観光スタイル戦略）

5 くらとにわを育む

（くらにわによる外部空間整備）

6 水と緑を中心にまちをつくる

（景観と環境を生かしたまちづくり）

7 まちづくり仲間をつくる

（組織体制支援体制の確立）
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５－１－２．あいづデスティネーションキャンペーン 

 東大研究室の参加もあり、２０００年代から活発になってきた喜多方のまちづくりであ

るが、まちづくりに携わる人々の連携を深めるきっかけとなったのが、福島県あいづデス

ティネーションキャンペーンである。「福島県あいづデスティネーションキャンペーン(以

下、あいづＤＣ)」とは、２００５年(平成１７)年に、全国のＪＲ６社と会津地方の２１市

町村と住民が連携して３ヶ月間行われた観光キャンペーンである。このキャンペーンンに

先立ち、会津地方の２１市町村は「福島県あいづデスティネーションキャンペーン推進協

議会」を設立し、喜多方では「喜多方観光協会」がこのイベントの喜多方担当となった。

この喜多方観光協会とは、喜多方の観光情報を発信している団体であるが、その中の９割

の人は喜多方市産業部観光課の職員である。そして、喜多方では、このキャンペーン中に

喜多方で何を行うか話し合う場として、「福島県会津デスティネーションキャンペーン喜多

方地区推進委員会」を設立した。この委員会には観光関連事業者など住民１９名が参加し、

官民一体となって、この大規模な観光キャンペーンにのぞむ体制ができあがった。しかし、

この委員会のメンバーの中には、初対面同士の人もおり、最初からうまく連携がとれたわ

けではなかった。しかし、話し合いを行い、情報を共有し、共通認識をもつことで、今回

のあいづＤＣの喜多方でのテーマを「滞在時間の延長」に決定した。そして、話し合いの

結果出た多くの意見をもとに、委員会のメンバーを「観たい・遊びたい部会」、「食べたい

部会」、「癒されたい部会」の３つの部会に分け、キャンペーン中の企画を進めていった。 

 そして、２００５(平成１７)年夏、ついにあいづＤＣが開催された。これに伴い、キャ

ンペーン期間中、ＪＲは土日祝日に上野駅～会津若松・喜多方に「特急あいづ」を運行し、

また首都圏のＪＲの駅にはあいづＤＣの特大ポスターが貼られ、あいづ一色となり、さら

にテレビでＣＭまで放送されていた。喜多方でも、市の予算で「あいづＤＣ喜多方版パン

フレット」作成し、この大規模観光キャンペーンに気合を入れていた。この期間中に喜多

方で行われた観光イベントの一つとして、中央通りで２日間にわたって開かれた「レトロ

横丁」がある。これは「誰もが希望に燃えていた昭和３０年代」を思い出そうと、企画さ

れたものであったが、中央通りを車両通行止めにするための警察との交渉や、ボランティ

ア不足などの問題が浮上した。これを解決するために行動したのが会津喜多方商工会議所

青年部の若者たちであった。その結果、「レトロ横丁」は総勢５５０００人もの人が集まっ

た成功イベントとなった。このように喜多方では官民一体で取り組んだ結果、この年の観

光客入込数は前年から４．４％増の１４７万８千人となり、あいづＤＣ期間中に限れば、

前年度比１１０％であった。 

 しかし、あいづＤＣが喜多方にもたらしたものはそのような数字だけではない。あいづ

ＤＣの推進委員長がその当時、次のように言っている。「これまでは自分の会社のことで精

一杯だったけれど、５０歳になり、それだけではいけないと思うようになった。自分の住

むまちに貢献しなければならないと思った」と。このように、あいづＤＣは市民にまちづ

くりに積極的に参加する姿勢をももたらした。さらに、今回、あいづＤＣ喜多方地区推進
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委員会を作り、その中で議論を交わし協力し合い、あいづＤＣという一つの企画にのぞん

だことで、観光によるヒューマンネットワークも形成され、地域の連携を深めた。 

その翌年からあいづＤＣは「この夏も会津へキャンペーン」という名になり、また同時

に「極上の会津キャンペーン」も始まり、会津地方は会津として一つの観光圏を築いてい

った。「この夏も会津へキャンペーン」と「極上の会津キャンペーン」は２００６(平成１

８)年～２０１０(平成２２)年まで継続して、それぞれ７月～９月、７月～１１月の期間で

開催された。喜多方でも、「あいづＤＣ喜多方推進委員会」を２０１６(平成１８)年「極上

の会津喜多方推進委員会」に改め、３つの部門も「見たい部会」、「遊びたい部会」、「食べ

たい部会」、「癒されたい部会」の４部門に再組織化した。しかし、前年とはちがい、あい

づＤＣの経験を踏まえたことで、「それぞれの活動も自然発生的に行われるようになり、協

会はむしろサポートにまわることが多くなった」33という。 

 交通に関して言えば、この年からＪＲを利用する観光客向けに「ぶらりん号」というバ

スを運行した。これに乗れば、喜多方市街地だけでなく、郊外にある三津谷、杉山、新宮

熊野神社長床や願成寺などの観光地に行くことができる。また、もっと広域な交通網でい

えば、喜多方から山形県米沢まで運航していた定期バスであるレインボーライナーの利用

客が伸び悩んでいたことから、「置賜・会津広域観光ネットワーク委員会」を設置し、会津

若松まで路線を延長した。このように交通網を充実させることで会津内での回遊性を高め

た。観光協会の作成した資料の中にも、「会津若松や猪苗代などの有名観光地の恩恵をこう

むるというのも観光誘客作戦の一つ」であり、「身の丈に合ったそのまちらしい自己表現を

することの延長線上に、広域観光の魅力が発生している」と書かれている。 

 「この夏も会津へキャンペーン」と「極上の会津キャンペーン」が最初に開始された２

００６(平成１８)年は、喜多方市、熱塩加納村、塩川町、山都町、高郷村の５市町村が合

併し、新喜多方市が誕生した年でもある。合併し、喜多方にはさらに魅力的な観光資源が

増えた。しかし、元は違う市町村なのだから、合併したからといって、それがすぐに同じ

意識で行えるわけではい。だから、喜多方市としても新喜多方市内の広域的な観光振興策

の展開に迫られていた。そこで開催されたのが「この夏も会津へキャンペーン」と「極上

の会津キャンペーン」であった。前の熱塩加納村の地域では、農村で「収穫体験ウォーク」

が行われた。この熱塩加納地区で行われたイベントに、旧喜多方市内のまちづくり団体「あ

いべ」が手伝いにやってきたという。この経験から、観光まちづくりが合併の垣根を取り

払うことを促進することができるということがわかる。34 

 

 

                                                  
33 喜多方観光協会「2006 夏 福島県あいづデスティネーションキャンペーン後の喜多方」

Ｐ4  
34 喜多方観光協会「2007 夏 福島県あいづデスティネーションキャンペーン後の喜多方～3

年目の正直～」Ｐ4に「「観光のまちづくりが合併の垣根を取り払うことを促進するのだ」

ということを実感させられる光景だった。」とある。 
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５－１－３．喜多方の元気再生プロジェクト「日本一の蔵再生によるまちおこし」 

 ２０００年代に入り、喜多方のまちづくり活動の成熟さを表しているのが、２００８年

度から２カ年続けて行われた喜多方の元気再生プロジェクト「日本一の蔵再生によるまち

おこし」である。このプロジェクトでは、官民関わらず、まちづくりに携わる人たちを中

心に組織された「喜多方蔵のまち協議会」が中心となり、様々なジャンルのまちづくり活

動が実施されていった。 

≪平成２０年度元気再生事業≫ 

国は地方のまちづくりや産業の活性化を支援するために、２００８(平成２０)年度、「地

方の元気再生事業」を開始した。この事業に指定されれば、国から事業費が全額補助され

るということで、全国から１１８６件の提案が提出された。喜多方でも「喜多方蔵のまち

づくり協議会」35を提案主体とし、「日本一の蔵再生によるまちおこし」と題し、国に提出

した。その結果、喜多方の「日本一の蔵再生によるまちづくり」は、採択された１２０事

業の一つとなり、約３千万円の予算を国から得ることになった。 

そして、この蔵のまちづくり協議会の事務局となったのが、「ＮＰＯ法人まちづくり喜多

方」である。この団体は、以前は「ＮＰＯ法人環境ストレンクス」という名前で、主に自

転車タクシー「ベロタクシー」を運行する団体として活動していた。しかし、市民主導の

まちづくり活動が高まってきている中で、地域の経済人たちから、「活動の幅を広げ、地域

のために活動をしてほしい」という要望を受け、２００７(平成１９)年に団体名を「ＮＰ

Ｏ法人まちづくり喜多方」と改称した。 

さて、２００８(平成２０)年度の喜多方の元気再生事業「日本一の蔵再生によるまちお

こし」の実施団体は、蔵の会、観光協会、小田付郷町衆会、ＮＰＯ法人まちづくり喜多方、

喜多方のれん会、商工会議所、県建築士会喜多方支部の７団体となり、また、実行部隊と

して、「喜多方の元気再生プロジェクト会議」が立ちあげられ、ここには喜多方蔵のまちづ

くり協議会に所属する団体の中のメンバーから３３名が集められた。 

そして、２００８(平成２０)年度事業は、以下の１２分野２３事業となった。()内はそ

れぞれの実施主体である。 

① 蔵の写真展とシンポジウム(蔵の会、観光協会) 

② 蔵の登録有形文化財促進(蔵の会) 

③ 蔵ガク(学)蔵ベン(勉)(蔵の会) 

④ 蔵の実態把握調査(蔵の会) 

⑤ 保存と再生のための「蔵手本」の作成と後継者育成(県建築士会喜多方支部、蔵の会) 

⑥ 蔵のコンサルティング機能を持ったシンクタンクの創設(蔵の会) 

⑦ 蔵を活用した社会実験(ＮＰＯ法人まちづくり喜多方、観光協会) 

⑧ 蔵を活用したグリーンツーリズムの実践(観光協会) 

⑨ 蔵を活用した観光新ルートの開発(観光協会) 

                                                  
35 図 14 参照 
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⑩ 観光コンシェルジュ(観光案内役)の養成と認定(観光協会) 

⑪ 発酵醸造など歴史的産業と融合した新たな事業発掘(商工会議所) 

⑫ 蔵のまちにふさわしい食の観光素材の発掘(喜多方のれん会 

この事業の目的が、元気再生事業を契機として、周辺部を含めた新喜多方市全体で、市民

が意識を共有できる「蔵」をキーワードとした取り組みを行うことで、蔵を活用した中心

市街地の活性化、都市と農村の交流促進、喜多方ブランドの推進による観光業や農林業、

地場産業を振興させよう36というものなので、事業内容としては、観光的な要素を含む事業

も存在するものの、主には住民が蔵を知って、守って、見せて、新喜多方市としての一体

感を醸成するためのものが多くなっている。 

観光まちづくりの取り組みとしては、「⑩観光コンシェルジュの養成と認定」がその一つ

である。喜多方では、あいづＤＣの前年である２００４(平成１６)年から、市長のアイデ

ィアにより、観光都市として「おもてなしのまちづくり」が進められていた。それを受け

て、この元気再生事業の中で、観光客により上質なおもてなしを提供するために観光コン

シェルジュ認定制度を導入した。講習を経て、認定試験を合格することで、観光コンシェ

ルジュになることができ、受講者は主に観光協会の職員や旅館の女将さんやお土産物屋さ

んなどの観光業に携わる人である。 

この元気再生事業を行った結果、２００８年の観光客入込数は１７４万５千人と前年に

比べて１．４％増加し、事業を行った９月～１２月の期間中に限って言えば、前年比１０％

増であった。また、国の評価でも最優良を得ることができた。さらに、国土交通省の地方

の元気再生事業の事業実施調書には、喜多方での事業において二つの成果37が記されている。

一つは、喜多方市全域における各団体・市民間の交流連携を進め、地域が一体となった持

続可能なまちづくりを促進するためのネットワーク化。二つ目は、蔵の保存と利活用を進

め交流人口の拡大を図ることにより、産業の振興や雇用の創出といった地域の課題解決で

ある。二つ目は、産業の振興や雇用創出などの地域課題を完璧に解決するまではいってな

いが、観光客入込数の増加や蔵保全に寄付が寄せられたことから考えると、蔵の保存と利

活用を進め交流人口を拡大したと言える。また、この年の事業を通して、住民が蔵を大事

にしていることが分かったが、経済的に厳しい面もあるので、地域の力で保存する蔵の数

を増やす必要があるということがわかった。 

 

≪平成２１年度元気再生事業≫ 

喜多方の元気再生事業「日本一の蔵再生によるまちおこし」は、２００９(平成２２)年

度も、蔵のまち協議会を中心に引き続き実施された。この年の事業は、「蔵風景のあるまち

プロジェクト」、「蔵のことは「喜多方に聞け！」プロジェクト」、そして「魅力ある喜多方

                                                  
36 内閣府ＨＰ「地域活性化ニュース 日本一の蔵再生によるまちおこし～福島県喜多方市」

より 
37国土交通省の「平成 20 年度地方の元気再生事業の事業実施調書」2008 年より 
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観光・産業創出プロジェクト」の３つのプロジェクトに分けられて、１０事業が行われた。

以下は、この年度の事業内容である。()内は実施主体団体名。この年の事業実施団体は、

蔵の会、観光協会、ＮＰＯ法人まちづくり喜多方、小田付郷町衆会、市役所通りを良くす

る会、商工会議所の６団体であった。 

【蔵風景のあるまちプロジェクト】 

① 常設写真展の開催(蔵の会) 

② 景観モデル地区指定支援(小田付郷町衆会) 

③ まちづくりモデルプラン策定(市役所通りを良くする会) 

【蔵のことは「喜多方に聞け！」プロジェクト】 

④ 蔵のまちづくりセンター開設(ＮＰＯ法人まちづくり喜多方) 

⑤ 蔵の利活用の推進(蔵の活用) 

⑥ 伝統工法の継承支援(蔵の活用) 

⑦ 蔵情報データベースの整備(蔵の会、ＮＰＯ法人まちづくり喜多方) 

【魅力ある喜多方観光・産業創出プロジェクト】 

⑧ 喜多方流観光の魅力創出発信(観光協会、商工会議所、蔵の会) 

⑨ 蔵を活用した宿泊拠点の魅力創出(観光協会) 

⑩ 発酵醸造など微生物を応用した産業の創出(商工会議所) 

 

 

図１４)２００９(平成２１)年度の元気再生事業の事業体制(出典：喜多方の元気再生ダイ

ジェストぶっくＨ２１) 



 

結果

前年

最優良

書」の

存在す

もに、

なった

ー」が

とに

(一つ

センタ

る。こ

蔵に関

用に関

って運

        
38 喜
39 国

果的に、この

に比べ、６万

良評価を得る

の中で、この

する蔵を通

、蔵のあるま

たこと。二つ

が作られた

より、産業の

つ目と三つ目

ター」という

これは、蔵に

関する事業を

関して約３

運営されてお

                  
多方市「視察

土交通省「平

の年の観光客

万人増加であ

ることができ

の年の事業成

して、各団体

まち並みを活

つ目は、蔵の

こと。そして

の振興や雇用

目は、前年に

うのは、「④

に関する情報

を継続的に取

０件の相談が

おり、現在で

                   
察資料」201

平成 21 年度

客入込数は、

あった。そし

きた。国土交

成果39として

体・市民間の

活かしたまち

のコンサルテ

て三つ目は、

用の創出とい

にも同様に書

④蔵のまちづ

報、保全や利

取り組む組織

が寄せられた

では市外から

     
12 年より 

度地方の元気

32 

１８５万９

して、喜多方

交通省の「平

は以下の三

の更なる一体

ちづくりプラ

ティング機能

、蔵の新たな

いった地域の

書かれた成果

くりセンター

活用などに対

織として作ら

た。この組織

らも相談がき

気再生事業実

 

９千人38、事業

方ではこの年

平成２１年度

つが挙げられ

体感を醸成し

ラン策定・住

能として「喜

な利活用を進

の課題解決を

果である。)

ー開設」事業

対応する窓口

られ、この年

織は、ＮＰＯ

きている。

施調書」201

業期間中の６

年も、国から

度地方の元気

れた。一つ目

しネットワー

住民協定締結

喜多方蔵のま

進め交流人口

を図ることが

二つ目の

業によって誕

口がないとい

年だけでも、

Ｏ法人まちづ

10 年より 

６月～１２月

ら前年に引き

気再生事業実

目は、市域全

ーク化を図る

結を目指す動

まちづくりセ

口の拡大を図

ができたこと

「蔵のまちづ

誕生したもの

いう問題点か

蔵の補修や

づくり喜多方

月では

き続き

実施調

全体に

るとと

動きに

センタ

図るこ

とだ。

づくり

のであ

から、

や利活

方によ



33 
 

 喜多方の元気再生事業はこの２年度で終了したが、これを活かして、現在でも蔵のまち

づくり協議会を中心に地域資源である「蔵」を基盤としたまちづくりが行われている。 

 

５－２.喜多方における「観光―地域づくり循環」の形成 

ここでは、喜多方における２０００年代の活動を、２章で説明した「観光―地域づくり

循環」の構造を使って考察していく。２章でも述べたが、新しい観光に必要なことは、地

域の魅力を向上させ、活動を持続的なものにするための「観光―地域づくり循環」である。

この循環を成立させるために必要となってくるのが、「地域づくりの技術」と「集客の技術」

である。「地域づくりの技術」には大きく二つあり、一つは地域づくり型観光事業者を育成

すること、もう一つは地域連携の場を作り出すことである。そして、「集客の技術」では「着

地型」の集客方法が必要である。この着地型の集客方法には、旅行会社と連携して行う方

法や、インターネットなどを使い現地から直接集客する方法、そして観光施設などと提携

して行うような現地同士が連携し集客する方法などがある。 

 ここでは喜多方を事例として、それぞれの技術について具体的に考えていきたい。 

 

５－２－１.地域づくりの技術①地域づくり型観光事業者～喜多方の場合～ 

 地域づくり型観光事業者とは、もちろん既存の観光事業者もそうであるが、新しい観光

の場合、本来は観光用ではなかった地域資源を活用して観光を行うので、非観光部面から

観光の効果を地域づくりに活かそうとする人たち40のことも指す。つまり、地域づくり型観

光事業者とは二つに大別すると、既存の観光事業者と非観光部門の観光に活かせる地域づ

くりを行う人ということになる。 

 喜多方の場合、旅館などの宿泊施設もそれ程多くなく、もともと観光事業者が多いとは

言えない。しかし、喜多方市役所や、主に喜多方市の観光課の職員で形成されている喜多

方観光協会は行政ではあるが、既存の観光事業者に区分することができる。喜多方市は、

衰退していくまちの中で観光が活力になると思い、積極的に観光振興を行ってきた。例え

ば、旅行雑誌を買い取り、喜多方ラーメンの宣伝活動を行ったのは喜多方市である。その

後、観光客が増加し、駐車場不足になった際には、新たな駐車場を新設している。また、

蔵のまち並みを良くし、観光客が歩きやすいようにと街路の整備もなされた。そして現在

では、観光協会を中心として、喜多方では１年を通じて多くの観光イベントが開催されて

いる。この観光イベントの一つとして「きたかた喜楽里(きらり)博」というものがある。

これは、秋に約２ヶ月間開催され、喜多方市全域でさまざまなイベントが開催されている。

これは、観光イベントであると同時に、合併後の新喜多方市に一体感をもたせるという役

目41も持っており、喜多方の観光は外向けのものだけではなく、新たな喜多方市を一つにす

                                                  
40 『観光革命』P123 
41 喜多方市役所へのインタビュー調査時に、「喜多方の観光の目的」を尋ねたところ、「合

併後のまちを一つにするという目的もある」との答えが返ってきた。 



34 
 

るという内向きのものとしても機能している。喜多方市の観光業者は多くはないと述べた

が、彼らが活動的ではないということではない。観光イベントであるデスティネーション

キャンペーンでは、「あいづＤＣ喜多方推進委員会」の中に多くの観光事業者を含んでおり、

「滞在時間の延長」という喜多方のテーマのアイディアを出したのも旅館の女将さんであ

った。また、私がお話を伺った女将さんが「あいづＤＣが自分を変えてくれて、いろいろ

な活動に積極的に参加するようになった」と言われていたことからも分かるように、既存         

の観光事業者にとってあいづＤＣという存在は大きかったようである。 

 喜多方には、直接的な観光事業者が少ないせいか、本業は非観光部門でありながら、地

域づくりを行う人がとても多い。そのような人の多くは、この地域で古くからの家業を営

む旦那衆の人たちであり、彼らが観光まちづくりだけではなく、蔵保全のまちづくりなど、

喜多方のまちづくりの中心を担っている。例えば、あいづＤＣの際に開催された「レトロ

横丁」は、「あいづＤＣ喜多方推進委員会」の中で、「喜多方には古いものがいっぱいある

んだから、それを活用すればいい」という一人の旦那さんのアイディアから、「とりあえず

やってみよう」と始まった。そして、このレトロ横丁は、それ以降毎年開催され、今年で

８回目を迎え、これからも続いていくと予定されている。このような「とりあえずやって

みよう」という商人らしい柔軟な姿勢が、喜多方の観光に大きな影響を与えている。 

 このように、喜多方では行政、民間関係なく、商人たちの柔軟な土地柄を背景として、

地域づくり型観光事業者たちが積極的に活動している。 

 

５－２－２.地域づくりの技術②地域連携の場づくり～喜多方の場合～ 

 新しい観光を成立させる地域づくり型観光事業者には、既存の観光事業者と非観光部門

のまちづくりを行う人たちがいると前の部分で述べた。これら他業種の人たちが新しい観

光の概念を共有し、一緒になって活動していくためには連携の場が必要となってくる。 

喜多方のまちづくりは２０００年代に突入して活発になった。そのきっかけとなったの

が、東京大学デザイン研究室である。喜多方に馴染みのある北沢教授を中心として、外側

の視点から様々な取り組み・提案が行い、蔵のあるまちづくりを促進させた。喜多方のま

ちづくりに参加しておる人々が「喜多方のまちづくりの中で、東京大学デザイン研究室の

存在は大きかった」42と仰っているように、東京大学デザイン研究室喜多方チームの活動に

よって、市民に市民主導のまちづくりの意識が生まれた。その結果、小田付郷町衆会のよ

うに蔵を保全するための団体も誕生した。このような市民たちの民間団体が連携する契機

となったのが、あいづＤＣである。観光キャンペーンの準備として、「あいづＤＣ喜多方推

進委員会」に市民団体のメンバーが集まり、議論し、情報を共有し、共に行動することで

団体同士、市民同士の連携が深められていった。これは、その少し後に行われた元気再生

事業にも言えることである。 

 つまり、東京大学デザイン研究室の参加によって、官民学の協働の場が設けられ、市民

                                                  
42 インタビュー調査で多くの人が、「東京大学の北沢教授の影響は大きかった」と語った。 
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に市民主導のまちづくりの意識が芽生え、その後のあいづＤＣで、一つの観光キャンペー

ンに取り組むことで、市民の連携が深められた。また、それと時を同じくして実施された

元気再生事業では、喜多方のまちづくりの成熟さも表れ始めたと同時に、地域の資源であ

る蔵を人々に知ってもらい、活用し、見せることで、より多くの市民に喜多方のまちづく

りを意識させるに至った。そしてこのことは、２００６(平成１８)年に合併した後の新喜

多方市に住む市民の一体感を醸成することにもつながった。このように、２０００年代の

まちづくり運動を通じて、喜多方市民のヒューマンネットワークが構築されたことで、市

民主体のまちづくりの動きが活発になった。そして、この市民活動の活発が地域の活性化

を誘導していくだろうと考えられる。 

 

５－２－３.集客の技術～喜多方の場合～ 

「観光―地域づくり循環」を発生させるのに必要なもう一つの技術が「集客の技術」で

ある。これまでの観光は大きな旅行会社が旅行商品を顧客に売ることで、観光地に観光客

を送客していたが、２章でも述べたように旅行会社は収益性の低い新しい観光に積極的に

乗り出さないこと、そして少数の観光客を不定期に送客するビジネスモデルをもたないこ

とから、その地域から発信し観光客を集める「着地型」の集客方法が新しい観光には求め

られている。この着地型の集客方法としては、旅行会社と連携して行う方法や、インター

ネットなどを使い現地から直接集客する方法、そして観光施設などと提携して行うような

現地同士が連携し集客する方法などがある。 

喜多方の観光客の集まり方を見てみると、ラーメンという強い観光資源があるために、

旅行会社が企画したバスツアーで訪れる人も多く、いまだに既存の集客方法が有効的であ

るという面もある。また、喜多方ラーメンのおかげもあり、テレビや旅行雑誌などのメデ

ィアも集客に一役買っていると言える。さらに、ＪＲから企画されたあいづデスティネー

ションキャンペーンのように交通からのアプローチも観光客が喜多方に足を運ぶきっかけ

となっている。 

このように既存の集客方法が依然として有効的に働いてはいるものの、喜多方に着地型

の集客方法がないというわけではない。喜多方の着地型集客方法として大きな機能を有し

ているのは観光案内所である。喜多方の観光の特徴はいわば「まち歩きの観光」であり、

観光客が知らない土地を歩くには観光案内所が大いに役に立つ。喜多方の中心地には駅前

をはじめ、５か所観光案内所がある。観光案内所には「喜多方観光ぶらりんマップまちな

かめぐり案内」という喜多方の観光マップの他に、４章でも紹介した老麺会の作成したラ

ーメンマップも置かれている。観光案内所には観光協会の職員がおり、この人たちの中に

は観光コンシェルジュの資格を持っている人も多い。この観光コンシェルジュとは、２０

０８(平成２０)年度の元気再生事業の中で喜多方を「おもてなしのまち」として向上する

ために開始され、希望者は観光講座を受講し、認定試験を受けて観光コンシェルジュにな

ることができる。私も喜多方を訪れた際に、この人たちにおすすめのラーメン店を尋ねて
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いる観光客を見かけたが、観光コンシェルジュの方は自分の好みを押し付けるのではなく、

観光客の好みを尋ねた上で、おすすめのラーメン店を紹介していた。 

 このように、喜多方では、既存の集客方法が依然として有効的ではあるものの、「まち歩

き観光」の観光地として、観光案内所を中心に着地型の集客技術も持ち合わせている。 

 

５－２－４.「観光―地域づくり循環」の前提となる観光資源～ラーメンの役割～ 

 新しい観光は地域資源を観光資源に活用することが一つの前提となっている。人々が観

光まちづくりによって、まちを活性化させようとしても、観光客にとって魅力的な観光資

源がなければ、「観光―地域づくり循環」を回し始めることもできない。インタビュー調査

時に「喜多方の観光の成功の要因は何であると思うか」という問いに対し、多くの人が「ラ

ーメンだろう」と答えた。喜多方の観光資源であるラーメンは喜多方の観光にどのような

影響をもたらしたのであろうか。日本交通公社の「観光客アンケ」43によると、喜多方を初

めて訪れたという観光客が３６．５％であるのに対し、喜多方を２回以上訪れたという観

光客は５７．７％である。さらに、リピーター観光客の２割は、「１０回以上訪れている」

と回答している。つまり、喜多方は多くのリピーター観光客が訪れるまちなのだ。これに

は、喜多方ラーメンが多く影響していると考えられる。観光施設など「見る」ことを目的

とする観光は、１回見てしまえば満足するので、観光客はもう一度訪れたいとなかなか思

わないことが多い。しかし、食となれば、話が別である。その土地の名産はそこでしか食

べることができない。また、安田亘宏『食旅と観光まちづくり』44によると、４６％の人が

地域の「食」を目的とした国内観光に行ったことがあると答え、また、地域の「食」を目

的とした国内旅行に行ってみたいと答えた人は７７％にも上った。つまり、「食」は観光客

にとって、旅の重要な要素の一つとなっているのだ。このことから、喜多方の観光におい

ても、ラーメンの存在が大きいと言えるだろう。「蔵とラーメンのまち」と言われる喜多方

ではあるが、ラーメンを目的とした観光客は多く、地元の人も「２割は蔵目的で、８割は

ラーメン」と認めるほどである。冬には、観光イベントとして「喜多方冬まつり」の中で、

ラーメンフェスタが開かれている。滞在時間を長くするために観光ＰＲが行われた喜多方

ラーメンは、昭和６０年代のグルメブームに乗って一躍有名になり、現在では、観光客が

喜多方を訪れる目的となっており、喜多方の観光にとって重要なものとなっている。また、

「喜多方ラーメン」という名前が、全国に喜多方の存在を知らせる大きな役割を果たして

いるとも言える。もし、喜多方ラーメンがなければ、観光客数が２０年間１００万人を超

え続ける観光都市となっていなかったことは、おそらく間違いないだろう。 

 

図１５) 喜多方における「観光―地域づくり循環」の形成図(筆者作成) 

                                                  
43 新喜多方市観光戦略プロジェクト」より 
44 安田亘宏『食旅と観光まちづくり』P22 より 
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６章：観光まちづくりを成功に導いた喜多方の土地柄 

 前章では積極的にまちづくりに励む人たちの存在が「観光－地域づくり循環」を支えて

いると述べたが、市民がまちづくりに関わる理由とは何なのだろうか。この章では、商人

のまちという喜多方の土地の特性を踏まえ、喜多方の人々がまちづくりを行う基盤にある

郷土愛について考えていく。 

 

６－１．まちの規模 

 喜多方のまちの特性自体も、喜多方の観光成功に影響していると考えられる。喜多方の

近くには鶴ヶ城などの観光資源を多く持ち、白虎隊などで良く知られ、全国的にも知名度

の高い会津若松が存在する。会津若松～喜多方間は電車で２０分の距離であり、観光客も

気軽に周遊できる範囲である。また、会津には他にも磐梯山や猪苗代などの観光地もある。

このように、喜多方周辺には多くの観光地があり、それが一つの観光圏となって人々をひ

きつけている。たしかに、喜多方は高速道路も新幹線も走っておらず、観光客が行きやす

い場所だとは必ずしも言えない。しかし、このように周りに多くの観光地があることで、「会

津若松に行くついでに喜多方にも行ってみよう」と観光客が思う程度には、喜多方に訪問

することのハードルを下げていると考えられる。 

 また、東京から喜多方に行くと、まずフランチャイズ店の少なさに気付く。さすがに国

道沿いは大手のスーパーチェーンなども存在するが、駅前やまちの中心部には牛丼屋など

のファーストフードチェーンなどは皆無に等しい。これは、行政が地元の店舗を保護する

ための方針を取っているわけではなく、人口約５万人という規模から、フランチャイズ店

が展開してこないというのがその理由である。しかし、このことが観光客が地元のラーメ

ン店などの飲食店で昼食を食べるきっかけを生みだした。また、地元の店舗を守るという

点からも、フランチャイズ店が進出してこなかったことは良かったと言える。 

 さらに、住民の人間関係からしても、まちが大きくないために、この地域とあそこの地

域の仲が悪いというような内部の亀裂も生まれにくかった。また、喜多方は商人のまちな

ので、まちづくりを積極的に行っている人の中にも、商売を営んでいる人が多いが、イン

タビューの中でも「商売をやっていると、どこかで(人間関係が)繋がっている」45という話

があり、人間関係が希薄でないことがわかる。このことから、「喜多方では、一人が何かす

ると言うと、すぐに人が集まって、行動にうつせる」46という機動力があり、この地域の人

間関係の基盤がまちづくりにも大きく貢献していると言える。また、「小さなまちだから、

何か行動を起こすと効果が表れるのがわかりやすく、それが達成感にもつながる」47という

発言から、まちの規模が大きくないことが、住民にとってもプラスに働いていることがう

かがえる。 

                                                  
45 喜多方でのインタビュー調査より  
46 同上 
47 同上 
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６－２.商人のまち・喜多方 

 旦那衆たちへのインタビューを通じて、このまちの商人としての土地柄が、彼らの考え

方に環境として多くの影響を与えていることがわかった。 

「本業があるにも関わらず、なぜまちづくりをするのか」という質問に対して、全員が

「自分の商売だけが上手くいけばいいという我田引水なやり方ではだめだ」と答えた。彼

らの先祖の多くは、江戸時代から商人や地主として活躍していた。そしてその後、明治維

新など大きな時代の変化の中で、柔軟に商売を変えながら48、強かに商売を行ってきた。そ

んなに熱心に商売を行う人たちが「自分の商売だけが良ければいいわけではない」と考え

ているとは、とても興味深いことである。実は、このような彼らの考え方の背景には、喜

多方の思想と商人たちの歴史がある。喜多方には、昔から陽明学・北方藤樹学が浸透して

いた。近くに位置する武士のまちである会津若松では、君臣関係の規律を守ることを中心

とする朱子学が好まれていた一方で、商人のまちである喜多方では実践的な藤樹学が浸透

し、喜多方の藤樹学は、北方藤樹学と呼ばれている。藤樹学とは、江戸時代の近江出身の

陽明学者である中江藤樹から生まれたもので、朱子学に対し実践的なものであったため、

商人のまちである喜多方に浸透した。また、このような商人思想をよく表す出来事が明治

時代に喜多方で起こっている。それが明治時代の鉄道敷設である。明治時代の喜多方の商

人たちは、新時代の流れに乗って豊かであった。そしてその頃、郡山で鉄道の敷設工事が

開始され、１８８９(明治３２)年には会津若松まで鉄道が開通した。しかし、資金不足か

ら路線が変更されることになり、喜多方に鉄道が通らない計画が出された。そこで、喜多

方に鉄道を開通させるため、喜多方の商人が工事費を負担すると言い、その結果、喜多方

駅が開業し、喜多方に鉄道が開通したのだ。このように喜多方では、行政に変わって商人

がインフラを担っていたのである。つまり、このような思想や歴史が、現在の社会貢献的

考えを持つ喜多方の商人を生みだしていると言える。また、このような背景が彼らの喜多

方の商人としての誇りの源泉となっている。 

 また、喜多方には、会津喜多方青年会議所(ＪＣ)があり、インタビューした旦那衆の全

員が若い頃、この団体に所属していたという。青年会議所では、「人づくり」と「地域づく

り」を中心に、地域を活性化させるイベントや、まちづくりや地域に関する勉強会などが

行われている。青年会議所に所属していた人は、「人として鍛えられる」49と語っており、

この団体に所属したことで、発言力や行動力が鍛えられたと言う。たしかに、青年会議所

の活動がすべてまちづくりに繋がっているとまでは言えないが、ここに所属した人たちの

多くが現在もまちづくりに参加しているというつながりは看過できない。また、この場で

作られる人脈は縦にも横にも広がるものであり、地域の結びつきを強めている。さらに、

この団体が連綿と続き、現在も喜多方の若い将来の旦那さんたちが所属していることを考

                                                  
48 インタビューしたある味噌・醤油屋の旦那さんの家は、江戸時代から続けて醸造業ｗｐ

営むかたわら、不動産業やビールの卸業を営んでいた時代もあったと言う。 
49 インタビューをさせていただいた方の何人かは、このように言われていた。 
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えると、地域のまちづくりに若手を輩出し続ける機関として、青年会議所は重要な役割を

担っていると言えるだろう。 

 

６－３.まちづくりにつながる郷土愛 

 喜多方のまちづくりの中心には、古くからの家業を営む旦那衆と呼ばれる人たちの存在

があるということは、前章でも述べた。彼らの多くは経営者であり多忙な日々を行ってい

るにも関わらず、まちづくりに積極的に参加している。そんな彼らに「本業があるのに、

なぜそこまで熱心にまちづくりを行っているのか」という質問をしてみたところ、様々な

答えが返っていたが、すべての人の答えの根底にあったのは、「このまち(もしくはこのま

ちの人)が好き」という郷土愛であった。この郷土愛について尋ねてみると、大きく二つの

答えが返ってきた。一つは、「自然発生的」に生まれるものというものであり、もう一つは、

「知る」ことによって得られたというものだ。 

私がインタビューした旦那衆の方たちは、江戸時代からの家業を継いでいる人が多く、

先祖は江戸時代から喜多方の地に住んでいるという人が多い。つまり彼らにとって喜多方

とは古くから自分の家族が住んでいる土地であり、血縁・地縁を同時に感じる場所なので

ある。また、喜多方には、山や川などの自然があり、きれいな水やラーメンなどのおいし

い食べ物があり、その他にも文化や歴史、蔵、四季など多くの魅力がある。喜多方には高

等教育機関がないので、多くの人が学生時代を外の世界で過ごし、またその後、都市部で

働く人もいる。外の世界で過ごすことで、初めて内の世界の魅力に気付いたという方が旦

那衆の中にも多くいた。このように自分の生い立ちや経験から、彼らの中で郷土愛は自然

と醸成されていったのである。 

また、喜多方には奥深い歴史・文化が存在する。それらを知ることによって、郷土愛が

形成されたと答えた人もいた。どこのまちもそうであるが、喜多方にも歴史があり、また、

商人のまちであったことから、昔から市民の活動が活発であったという背景がある。この

ような歴史を知ることで、自分のまちを誇り、そして郷土愛を持ったと彼らは語った。そ

れは、学校で教えられるという形のものだけでなく、彼らの家族はずっとその土地で生き

ているので、家族からそのような話を聞いてきたという人もいれば、青年会議所の活動で

まちについてよく知ることができたという人もいる。 

 つまり、喜多方の人たちは、豊かな自然・文化の中で、それぞれの経験をもとにした郷

土愛を持っており、その郷土愛がまちづくりの出発点となっている。 
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７章：観光まちづくりが地域に与える影響 

 ７章では、喜多方の事例から、観光まちづくりが地域社会に与える影響について考察す

る。その上で、喜多方の事例を踏まえ、観光まちづくりの地域社会における効果について

考える。 

 

７－１.喜多方における観光まちづくりの意義 

観光が地域に及ぼす影響は大きく「経済的な影響」「地域社会への影響」「地域環境に与

える影響」の三つに分けられるという50。たしかに、喜多方では観光の経済効果は市内総生

産の約１割程度51になっていると考えられ、衰退していく地方としては、その経済効果を看

過することはできない。しかし、直接的に観光業で生活を営む人が多くないことから考え

ると、市民にとってそのような経済効果だけが観光まちづくりへのモチベーションになっ

ているとは考えにくい。そこで、ここでは喜多方の観光まちづくりが地域社会に与える影

響について考えていきたい。 

インタビュー調査から、喜多方のまちづくりに積極的に参加する人たちの基盤には、共

通して「郷土愛」というものがあることを前章で述べた。これは観光まちづくりのモチベ

ーションになっているだけではなく、蔵保全の活動の根底にもなっていると考えられる。

そして、これらの活動のもう一つの基盤として存在しているのが、「社会貢献的な商人の気

質」である。この二つの性格を持ち合わせている住民がいたからこそ、喜多方ではまちづ

くりが盛んに行われているのである。 

しかし、背景にこのようなまちの性格があるだけでは、まちづくりが積極的に動かされ

るわけではない。そこできっかけとなったのが、５章で述べた東大研究室やあいづデステ

ィネーションキャンペーン、そして蔵のまちづくり再生事業である。北沢教授率いる東大

チームは「よそ者」としての視点から、喜多方に対して多くの提案をし、これにより喜多

方の人々のまちづくりに対する気運が高まった。そして、そのように人々の気運が高まっ

ている中であいづＤＣが行われた結果、まちづくりに参加する人々の連携は広がり、そし

て深まっていった。また、その後行われた喜多方の元気再生事業は、喜多方のまちづくり

の成熟を象徴するプロジェクトとなったと言える。つまり、喜多方では「郷土愛」と「社

会貢献的な商人気質」を基盤として、２０００年代のまちづくり活動を通じて、人々の連

携は広がり、深まっていった。その結果、現在、多くの人々が協力して、蔵のまちづくり・

観光まちづくりを行っているのである。 

特に、１年を通してイベントを開催している観光まちづくりは、絶え間なく観光イベン

トが行われることによって、それを企画・準備する場が常に持ち続けられる状態を生む。

つまり、このサイクルがつながり続けるということは活動の持続可能性が生まれることを

                                                  
50 『観光革命』P83 より 
51 福島県の経済効果に関するレポートをもとに、喜多方の観光客数を当てはめ、およその

観光客がもたらす金額を計算し、それを対喜多方市の市内総生産で筆者が出した値。 
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意味する。また同時に、今年で４回目をむかえる「きたかた喜楽里博」からは、合併後の

新喜多方市に一体感を持たせるという効果も有している。さらに、このような観光や蔵保

全に関するまちづくりを語らう場で、人々は喜多方の将来についても語り合うことができ

ている。実際、喜多方では、現在地域にある水力発電を地域のものにしようとする電力構

想の話が進展している。要するに、まちづくりに関する会議の場は、地元の人々の親睦を

深める場(プラットフォーム)となっているのだ。 

これで、観光事業者が少ないにも関わらず、観光まちづくりを積極的に展開している理

由がわかる。喜多方において観光とは「目的」ではなく、「手段」に他ならないのである。

これは、２章で述べた新しい観光の考え方である『地域づくりのための観光』と同じこと

だ。喜多方の人々は、観光を「手段」とし、電力構想や雇用拡大などの地域の活性化を本

来の「目的」としているのだ。つまり、観光は、地元を愛する人々を集め、新たなアイデ

ィアを生みだす機会を喜多方に与えているに過ぎない。 

昨年の東日本大震災以来、喜多方の観光客数は減少している。それ以降観光客は減少し

ており、それは喜多方にとって大きな問題である。しかし、危機は好機と表裏一体である。

このような逆境にこそ、人々は集い、課題に向けて新たな行動を模索し続ける。そして、

喜多方には地元を思い、人々が集まり行動する姿勢が根付いている。だから、きっと今回

の困難の先にも新たな成功をつかみ取ることだろう。 

 

７－２.観光まちづくりが地域社会に与える影響 

喜多方の事例からわかるように、観光まちづくりが地域にもたらす効果とは、多様な人々

の間のネットワークを繋げ、広め、深め、そうすることで地域の将来について人々が語ら

う場(プラットフォーム)を作り出すことである。大澤も観光まちづくりが地域社会に与え

る影響について「これまでご縁がなかった人々が共通の価値観で集まれる場所が創り出さ

れる。また、地域に同じような試みをしている人が点在する場合にも、そうした人たちを

ネットワーク化することができる。実は、この「新しいネットワークづくり」こそが、ニ

ューツーリズムが地域社会にもたらす最大の効果である」52と述べている。そして、喜多方

の電力構想のように、雇用の拡大や地域に眠る他の資源の活用などの地域活性に関するネ

タが、このような場(プラットフォーム)から生まれてくる。これについても「地域活性化

のために最も大事なのは「新しい試み」を生み出すためのやる気であり、観光への取り組

みはこうした取り組みをしやすい」53と言われており、また、このように「地道な取組によ

って地域の魅力を充実させていくことが、観光地の魅力を高め、直接的収益の何倍もの効

果をもたらす」54とも言われている。これらの言葉から考えても、観光まちづくりには地域

活性化を促進する効果があると言えるだろう。 

                                                  
52 『観光革命』P95 
53 同上 P96 
54 同上 P102 
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終章：まとめ 

８－１.論文の構成 

 以下は、本論文のフロー図である。 

 

 

1章：はじめに

2章：新しい観光と観光まちづくり

3章：福島県喜多方の地域概要 4章：喜多方の観光まちづくりの歴史

5章：喜多方のまちづくり活動 6章：観光まちづくりを成功に導いた
喜多方の土地柄

2000年代の喜多方のまちづくり活動

喜多方における

観光－地域づくり循環の形成

まちの規模

商人のまち喜多方

まちづくりにつながる郷土愛

7章：観光まちづくりが地域に与える影響

喜多方における観光まちづくりの意義

観光まちづくりが地域社会に与える影響

終章：まとめ
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喜多方の「観光―地域づくり循環」の形成図(５章より) 

 

 

８－２.本論文の意義 

喜多方の観光は、目的ではなく人と人をつなぐツールとして働いている。このことから、

地方における観光まちづくりの意義とは、観光まちづくりに取り組むことによって、人々

の連携を深め、人々が語り合い、まちづくりを行うプラットフォームを作るということが

わかった。 

また、喜多方には、知れば見せたいと思うほどの歴史や地域資源があり、そのような魅

力的な土地がそこに住む人々に郷土愛をもたらしていた。そして、自分のまちが魅力的で

あるからこそ自分の地域を知ってもらいたいと外に発信したくなるのだ。しかし、これは

喜多方だけに言えることではない。今は衰退している他の地方の中心市街地だって、以前

は多くの人が住み、栄えていたことを考えると、それなりの誇れる歴史を持っているはず

だ。つまり、観光まちづくりには、自分の地域をよく知り、「観光―地域づくり循環」を正

しく行うことが重要なのである。 
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